
為替週間展望＝ドル円は１０７～１０８円台で上値重く推移か

　　　　　　　　　　［７月２２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    7 月 15 日～ 7 月 19 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  107.90   108.38(16)    107.21(18)    107.65   -0.26

ユーロ・ドル  1.1269   1.1284(15)    1.1200(17)    1.1263   -0.0007

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    21,466.99     -218.91     日本10年債利回り  -0.135   -0.021

ダウ平均株価    27,222.97     -109.06     米10年債利回り     2.024   -0.098

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２２日　カナダ５月卸売売上高

２３日　米５月住宅価格指数

　　　　米６月中古住宅販売件数

２４日　ＮＺ６月貿易収支

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米６月新築住宅販売件数

２５日　独７月ｉｆｏ景況感指数

　　　　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　　　　ドラギＥＣＢ総裁記者会見

　　　　米６月耐久財受注

　　　　米新規失業保険申請件数

２６日　米第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米国での利下げ期待からドル円は１０９円接近では上値を抑えられ

やすく、株高が円売りにつながりにくくなっている。一方で、１０７円を割り込むほど

の弱さはない。こうした状況からドル円は１０７～１０８円台での推移が続くとした。

　　　　

【ＦＯＭＣでの利下げ水準の思惑で高下】

　７月３０～３１日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、０．２５％の利下げが

有力とみられているが、０．５０％利下げとの見方も根強く残っている。米経済指標や

株価動向などから、０．５０％利下げがあるかどうかの思惑が強まったり、弱まったり

しており、ＦＯＭＣまではこうした思惑に振り回されやすい展開が続くとみられる。

　　

　このところの米経済指標では、１１日の６月の米消費者物価指数、１５日の７月の

ニューヨーク連銀製造業景気指数、１６日の６月の米小売売上高は市場予想を上回っ

た。ただ、６月の住宅着工件数と建築許可件数は予想から下振れするなど、米経済指標

の結果は強弱まちまちで、利下げ幅への思惑が振り回される格好となっている。

　　

　１８日にＮＹ連銀のウィリアムズ総裁が「経済が極度の不安に陥った場合は、米連邦

準備制度理事会（ＦＲＢ）は積極的に行動すべき」と述べたことで、今月のＦＯＭＣで

０．５０％の利下げとの見方が強まった。ただ、その後、同連銀スポークスマンが「研

究に基づく学術的なスピーチであり、今月末のＦＯＭＣでの行動の可能性についてのも

のではない」との声明を出すなど、行き過ぎた利下げ期待にくぎを刺すような動きを見

せている。
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　１９日の東京時間には、ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは、今月のＦＯＭＣでの０．２

５％の利下げ確率は５６％前後、０．５０％の利下げ確率は４４％前後となっている。

依然として、０．５０％の利下げがあるとの見方も根強い。

　　

　１６日にトランプ米大統領が「自分が望めばさらに中国製品に対して関税を課すこと

ができる」と発言したことで、米中貿易摩擦の不透明感が再燃している。１８日には米

中両国の閣僚級による電話会議が行われた。内容に関しては明らかになっておらず、今

後の交渉の日程などに関して協議されたもよう。米中貿易問題での進展がないようだ

と、トランプ米大統領が追加関税を持ち出して中国に圧力をかけ、結果として市場が混

乱する可能性が高まりそうだ。

　　

　そうした中、米国株は堅調であり、最高値圏での推移を見せている。ただ、米国での

利下げ観測を背景に株高が円売りにはつながりにくい。米中貿易協議の長期化懸念やＦ

ＯＭＣでの利下げ観測はドル円の上値を抑える要因となる。ただ、ドル円は１０７円を

割り込むような円高にはなりにくいとみられる。ドル円は上値が重いながらも１０７～

１０８円台での推移が見込まれる。ドル円の目先の予想レンジは、１０６．８０～１０

９．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２３日に米５月住宅価格指数、米６月中

古住宅販売件数、２４日に米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米６月新築住宅販売件数、２

５日に米６月耐久財受注、米新規失業保険申請件数、２６日に米第２四半期国内総生産

（ＧＤＰ）速報値などがある。

　　

【ユーロドルはレンジ取引が継続か】

　２５日には欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会が開催される。ＦＯＭＣでの利下げが視野

に入る中で、ＥＣＢによる追加緩和にも期待感が広がり、ユーロドルの上値を抑える要

因となっている。ユーロ圏の経済指標は景気減速への警戒感を募らせるものも多く、Ｅ

ＣＢによる追加緩和への期待感につながっている。

　　

　ただ、今回のＥＣＢ理事会では利下げはないとみられる。フォワードガイダンス（将

来の金融政策指針）を変更して、近い将来の利下げを示唆してきたり、ドラギ総裁が記

者会見で金融緩和を示唆する発言が出てくるとみられている。将来の金融緩和姿勢が改

めて打ち出されてくると、ユーロには圧迫要因となりそうだ。ただ、米国の利下げ観測

でドルも弱いとみられ、ユーロドルは１．１２００台を中心とするレンジ取引が見込まれ

る。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１１９０～１．１３２０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２２日にカナダ５月卸売売上高、２４日に

ＮＺ６月貿易収支、２５日に独７月ＩＦＯ景況感指数、欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金

利、ドラギＥＣＢ総裁記者会見などがある。

　　

（ミンカブ　佐藤昌彦）
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